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ソフトエレクトロンを用いた貯蔵食品害虫の殺虫法ソフトエレクトロンを用いた貯蔵食品害虫の殺虫法
－ホスフィンくん蒸との組み合わせ－

技術の特徴
・透過力50～150μmの低エネルギー電子ビーム（ソフトエレクトロン）を用い、穀類・豆類などの表
層を処理。
・品質の劣化が少なく、また安全。
・直接照射できるもの（ノシメマダラメイガなど）は完全に殺虫できるが、穀類・豆類の内部にいる虫
（コクゾウムシ、アズキゾウムシの幼虫など）は少数が生存。

・ソフトエレクトロンをホスフィンくん蒸と組み合わせることにより穀物の内部にいる虫に対しても極
めて高い殺虫率を実現（99％以上）

研究の内容

・コクゾウムシ、アズキゾウムシの
発育段階（卵～蛹）にソフトエレクトロンを
照射後、ホスフィンでくん蒸
（コクゾウムシ，48時間くん蒸
アズキゾウムシ，24時間くん蒸）。

・片方の処理では不完全な殺虫率だが、
ホスフィンくん蒸とソフトエレクトロン照射
を併用することにより高い殺虫率を得る
ことができた（表１、表２） 。

今後の展開
臭化メチルくん蒸（２００５年に一部を除き廃止）代替技術としての応用を目指す。

参 考
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* Imamura, T. et al: Radiation Physics and Chemistry, 71 (1-2) , 2004

くん蒸協力：横浜植物防疫所
電磁波情報工学研究室（等々力節子）との共同研究

表１　コクゾウムシに対する照射とホスフィンくん蒸の組み合わせの効果

100.0

20.7

0.3 0.1

9.615.6

0

20

40

60

80

100

120

0.5mg/L 1mg/L 0.5mg/L 1mg/L

無処理 燻蒸のみ 照射のみ 燻蒸と照射の組み合わせ

出
現
率
（
％
）

成虫の出現率

表2　アズキゾウムシに対する照射とホスフィンくん蒸の組み合わせの効果
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